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 �今春の桜の開花は早かった。桜と共にこぶしも雪やなぎもいっぺんに開花し、華やかに街を染めた。が、開花
順序が無く春の情緒に⽋けた。と感じたのは私だけでは無いはずだ。

�「気候危機のいま ⾃然林再⽣を」とスローガンを掲げて３年になる。
かねてより北極の氷が溶けて海⽔⾯が上昇、シベリアの永久凍⼟の融解によるメタンガスの放出、海⾯上昇によ
る国⼟の浸⾷、アフリカ・オーストラリア・アメリカでの⼲ばつの発⽣による森林⽕災、アマゾンの開発による
森林破壊、台⾵やハリケーンによる⼤⾬と洪⽔。
 海外ではこれらの環境問題はトップニュースで掲げられるにもかかわらず、⽇本のメディアの意識の低さに嘆
いた。
 京都議定書からパリ協定へ、少⼥グレタ・トゥーンベリさんの国連での叫び声は深刻な問題と理解しながら
も、⾃分事のように感じていない⼈が多いと思っていたが、昨今TVでは⽔や緑の番組やコマーシャルが常に⽬
に⾶び込んで来るようになった。⼩学校でSDGsの授業が組み込まれた事などに誘引され、私たち⼀⼈⼀⼈の意
識が⾼まってきたように思える。
 しかしながら今、多くの⼈が気候変動を⽬で肌で感じとる現実が起きている。
私の住まう神奈川も例外ではなく、⽇々の⽣活の中で顕著に起きている。農業ではミカンの浮⽪現象（果実と⽪
の間に隙間ができる）や、リンゴの発育不⾜・着⾊不⾜（寒くならないので⾚くならない）、収穫時期をずらし
て植えたキャベツはその時を待たずに収穫時期が重なり過剰収穫。マーケットでは南⽅のフルーツが並ぶ。沿岸
漁業では、漁獲⾼やワカメの収穫が落ち込み、南⽅⿂の越冬が増えている事が確認されている。また、海岸線の
数少ない砂浜は短く幅は狭くなっている。挨拶は「最近は暑くなりましたね。」が⽇常となり、季節感がなくな
った。そして、最⾼気温の上昇記録が続く。
 このように、すでに気候変動は私たちの⽣活に深く⼊り込み、私たちの暮らしに⼤きな影響をきたしている。
そのことに早く気付き、⾃⼰の環境意識を⾼めて、今すぐ⾏動を起こしてほしい。 
 ⾼尾⼩仏植樹祭2022（9/25開催）では4歳の男の⼦と96歳の男性が同じ場所で⽊を植えている場⾯を⽬に
し、微笑んだ。私たちが地球の未来に今すぐ出来ること。誰にでも出来ること。
それは⽊を植えることと、続けてレナフォは訴える。

�「気候危機のいま ⾃然林再⽣を」⼀緒に⽊を植えましょう。

 皆さまと⼀緒に⽊を植えられることを楽しみにお待ちしています。
                     理事⻑ 髙橋秀⾏

�SDＧｓはほんとうにできているのか！
�∼季節はどこへ⾏ったのか∼

96歳の男性と私



予告

2019年
第3回�植樹祭
9/23 1,044㎡
�   3,453本 250⼈

�尾⼩�の�づくり

〈 レナフォ主�の�林再⽣活動 〉

2017年

第2回�植樹祭
9/24 1,080㎡
4,000本 280⼈�

�台⾵に伴う強い豪⾬のため中断。
後⽇、進和学園など関係者らにより植えきる。�

植樹前
⼩仏トンネル
残⼟ずり⼭の状況

第1回�植樹祭
10/19 710㎡ 2,469本 70⼈

2018年

2020年
第4回�植樹祭
9/27 1,089㎡
3,868本 178⼈�

2021年
第5回�植樹祭
10/10 1,075㎡ 3,300本 257⼈�

2022年
第6回�植樹祭
9/25 868㎡
2,700本 192⼈
台⾵の影響で午後からの開催。
後に10/8と10/22に植樹祭を
開催して植えきった。

現在

いよいよ今年で植樹祭はラストです！
感謝の思いを込めてお待ち申し上げます。

2023.10.15(⽇)
事前準備作業�13(⾦)・14(⼟)

現場は中央⾃動⾞道⼩仏トンネルの⼯事残⼟の盛⼟場であり、
50年以上経過したニセアカシアやクズが茂る荒廃地でした。
ここに多くの潜在⾃然植⽣の苗⽊を植え、⾼尾陣場⾃然公園にふ
さわしい⾃然林を再⽣し、⼈々に愛される場所にしようと、この
プロジェクトはスタートしました。
2017年から2022年まで毎年植樹祭を開催し、企業、福祉施設、
地元住⺠、国内外の環境助成団体等、様々な⽅々のお⼒添えをい
ただきました。
年2回程度の育樹祭も⾏い、既に周辺の環境に溶け込む⾒事な森
林が形成されつつあり、本年10⽉が最後の植樹祭となります。

全19,879本

参加市⺠1,312⼈

植樹38種

5,866㎡



新型コロナ感染症拡⼤の為、延期を余儀なくされていた⾃然林再⽣専⾨家研修は3
年の期をおいて横浜で3⽇間の⽇程で開催となりました。
座学の７講座、フィールド講座、植樹作業実習を学び、最終⽇の試験の結果、⾸都
圏および近畿圏に16名の新たな植⽣⼯学⼠（別称：森づくりマイスター）が誕⽣
しました！おめでとうございます！

講座Ⅸ「9000年の森をつくる」では全員が発⾔し休憩時間をも質疑時間に費やし
たほど、受講者の意識の⾼さを感じる最終講座となりました。
今後、各地の植樹祭、育樹祭で活躍され、地球温暖化・気候変動・SDGsの実施に
⼤きく貢献していくことと思います。

�野義武さんの思い�を�るひととき ー酒と���ー

植樹作業実習の様⼦

⾃�林再⽣専⾨�研�2022      11⽉18⽇・19⽇・20⽇

会場：帆船⽇本丸訓練センター／湘南国際村�めぐりの森／神奈川県⺠ホール

2021年8⽉に急逝したレナフォ前理事⻑の髙野義武を偲んで「思い出を語るひととき」を開催しました。
⼤好きだった「みんなで楽しくわいわいお酒をのみたい」をかなえる会です。
「TAKANO-YOSHITAKE」の⽂字を組み替えて「SAKE�TO�HYO-TAN�KAI」です。
命名・企画協⼒�たまもりくらぶの安⻄裕さんの考案です。

⽇時：10⽉2２⽇（⼟）PM 会場：ちよだプラットフォームスクウェア1階「しまゆし」（東京）

タカノヨシタケの頭⽂字から始まる７品のフルコースは料理研究家の植野美枝
⼦さんに担っていただき、特別ライブをシンガーソングライターのいまむら瞭
さんに故⼈愛⽤のギターで弾き語っていただきました。
特別に仕込んだビールで献杯、スライドショー、朗読、仮装、版画展、カフェ
コーナーなど企画満載でした。
⼀緒に植樹活動に汗を流してくださった皆様、前理事⻑と共にレナフォを盛り
上げてくださった皆様全員から⼀⾔ずつ頂きました。弔電、メッセージそし
て、思いが込められた⼀対の⽊彫りの彫刻をいただきました。
お忙しい中駆けつけてくださり、ありがとうございました。

フィールド講座の様⼦

座学の様⼦



会 場：岐⾩県⼟岐市⼟岐津町⼟岐⼝中⼭1372番1地内
⽇ 時：2022年９⽉11⽇（⽇）
概 要：植樹本数 61種類7,500本

〈イオンモール⼟��樹� 〉

会 場：愛知県名古屋市⻄区則武新町3-1-17
⽇ 時：2022年10⽉23⽇（⽇）
概 要：植樹本数 54種類3,000本

〈イオンモール Nagoya Noritake Garden�樹�〉

会 場：愛知県豊川市⽩⿃町兎⾜１−１６
⽇ 時：2023年3⽉5⽇（⽇）�
概 要：植樹本数 57種類16,000本

〈イオンモール�川�樹�〉

シカ防御柵設置の様⼦

会 場：新東名秦野丹沢植樹祭2021の植樹地
⽇ 時：2023年4⽉22⽇（⼟）
概 要：雑草の草抜き、苗⽊200本の補植、シカ防御柵の設置
参加者：100名（⼩学⽣以下の⼦ども18名含む）

�東��野丹沢�樹�2023� 4⽉22⽇（⼟）

前⽇の夏⽇のような暑さから⼀変、ひんやりした晴天の下で、新東名秦野丹沢
育樹祭2023春がスタートしました。
2021年12⽉11⽇（⼟）に開催された新東名秦野丹沢植樹祭2021から⼀年半、
⼀般参加者を募った初の育樹祭となりました。
草抜きと同時に植栽地外周200mのシカ防御柵を設置しました。
また参加者の皆様にOne�Tree�Planted×ReNaFoオリジナルTシャツを着てい
ただき、さらに盛り上がった育樹祭でした。

イオンモール�樹�へ�⽣⼯�⼠を���

イオンは1990年から、国内外の店舗を宮脇先⽣の指導を仰いだ「イオンの森」で囲う植樹を⾏ってきました。
その本数は累計1,000万本を越え、宮脇先⽣の実績の1/4を占めます。
現在も新しい店舗での植樹祭を継続しています。
宮脇⽅式を愚直に実践する当団体も協⼒しています。
植樹祭では新しい店舗の店員となる⽅々がリーダーとなり、
近隣住⺠の参加者に植樹指導を⾏います。
そのリーダーのサポート役を植樹に熟練した植⽣⼯学⼠が努めます。
ニュースや記事にもなるイオンの植樹祭ですが、
その陰で植⽣⼯学⼠が活躍しています。

レナフォは潜在⾃然植⽣を⽤いた⾃然林再⽣技術指針委員会の事務局です。
1⽉25⽇に全国の市役所あてに「潜在⾃然植⽣を⽤いた⾃然林再⽣技術指針」を発送しました。
�ReNaFoはこの定義に基づき、植樹活動を⾏っております。
現在、46の市役所から調査票の回答が届いています。

◆ ⾃�林再⽣技�指�を各���に配布�

技術指針

補植の様⼦

草抜き作業の様⼦



 宮脇⽅式森づくりはその⼟地本来の樹種を密植・混植することで１０から２０年の短期間で森に成育する。
植樹する森の⽬的は異なる。
 北関東の太平洋に⾯した⽇⽴市は１９９０年（H２年）に「さくら名所１００選」として認定された。
その歴史をたどると１９０５年（明治３８年）銅の鉱⼭として創業した。その後⾜尾、⼩坂、別⼦などとならび４⼤銅
鉱⼭ひとつに成⻑した。しかし亜硫酸ガスのため農産物や⼭林の荒廃が問題化した。
 煙害解決のため企業と住⺠が協⼒し科学的に対応策を検討した。その結果１５５ｍの⼤煙突で有毒煙を⾼層に拡散す
ることと荒れた⼭林に煙害に強いオオシマザクラを主体の植林することにした。
 ⼤煙突はちょうど１００年前の１９１４年から建設が始まり１９１５年（⼤正４年）完成し煙害は激減した。
 翌年からオオシマザクラなどの苗⽊の栽培が始まり約５００万本植林されていった。塩害に強いオオシマザクラはそ
のうち２６０万本と記録されている。
 １００年後の現在、銅鉱⼭があった周辺の⼭と市街地は⾒事にオオシマザクラ、ヤマザクラ、ソメイヨシノなど成⻑
して「⼀⽬千本のさくらの⼭と町」になった。今も⽇⽴市にさくら課があり桜保存と植樹が続いている。

登坂�璋典 

⽇⽴の銅鉱⼭の排煙で荒れた⼭林をオオシマザクラで復活
―１００年前の⼤植樹活動―

⾝の丈六尺の偉丈夫。
スラリとした⻑⾝をおしゃれな作業服と装備で固め、
颯爽と現場に現れます。
傘寿を超えてなお、植樹祭となれば⽇本を北へ南へ、
さらには海外へも、その⾜は⽌まりません。
愛⾞を横に「徘徊⽼⼈」と⾃嘲されますが、とても真似できるものではありません。
このたび、レナフォだよりに寄稿をお願いしたところ、地元で続いてきたサクラの
植樹について教えてくれました。
宮脇⽅式にとどまらず、興味があれば調べ尽くす。
そのバイタリティの源泉は尽きない好奇⼼だと感じました。
敬意を込めて、「⽇⽴のプレジデント」と呼んでいます。
登坂“バイデン”璋典さんです。

変わった森づくりを紹介します。
１００年たった⽇⽴市「桜のまちづくり」の観察結果を備忘録にしてみました。明治神宮の森と同じ時期に森づくりを始
めました。⽇⽴の森づくりは銅鉱⼭から排出された亜流ガスで農産物、森林他動植物に被害を出しました。
⾜尾と同じ公害でしたが違うところは住⺠と企業が協⼒し対策を検討し実施したことで早い時期に改善したことです。
⾼い煙突の建設とオオシマザクラの⼤々的植樹でした。
その種⼦が⿃などにより拡散し桜の樹⽊が拡⼤しました。
その結果⽇⽴が「さくらの町」として保存され、拡⼤しています。

�年�の�づくりマイスター

＜登坂璋典さんより＞

〈 �づくり物� 〉

2013年6⽉1⽇カンボジア アンコールワットにて



（編集制作：髙橋�絵莉⼦）

◆ ��情�は、ホームページをご��ください

◆ �づくりマイスターマガジン��（�料）

ふるさとの森づくりに関わる植樹祭、育樹祭、講演会等の情報を提供するメールマガジンです。
植⽣⼯学⼠の皆様の活躍される現場のリアルな情報が得られます！
ご登録はホームページ登録フォームよりぜひご利⽤ください。

◆ ふるさとの�づくりの仲間たち「�員」募�中�

レナフォの活動は企業や諸団体からの助成⾦と、会員の皆様からの年会費を資⾦源にしています。
⼀緒にふるさとの森づくりをすすめましょう！会員申し込み・詳細はHPをご覧ください。
������������������年会費は、個⼈正会員�����6,000円 個⼈賛助会員���3,000円 
���������������������������������団体正会員�100,000円 団体賛助会員�50,000円

⽇本語版 英語版

マガジン

動画集

⼊会案内

縁に鋸⻭（ギザギザ）がない

NPO法⼈ 国際ふるさとの森づくり協会（ReNaFo）

レナフォの"ロゴマーク"について

東京事務所 〒154-0023 東京都国分寺市新町2-12-13� �  �TEL：042-401-0401�FAX：042-401-0226�
⻑野事務所 〒389-1223 ⻑野県上⽔内郡飯綱町袖之⼭497-4 TEL：026-253-4740�FAX：026-400-5651

2023年 ��の活動予�

2022年12⽉に東京事務所が移転しました

ABMORI 20236/25(⽇)

東北被災地での森づくり調査7/8(⼟)・9(⽇)

9/9(⼟) 新東名秦野丹沢育樹祭2023秋

9/30(⼟) ⾼尾⼩仏育樹祭2023秋

⾼尾⼩仏植樹祭2023
 ※準備⼯13(⾦)・14(⼟)

10/15(⽇)

宮脇メソッド植樹祭（秦野）10/21(⼟)・22(⽇)

開催⽇ イベント名

開催⽇は変更の可能性があります。最新情報はHPをご確認ください。

10⽉22⽇（⼟）AMに2022年通常総会を「ちよだプラットフ
ォームスクウェア4階(東京)」で開催しました。総会では過年
度の報告・新年度の計画が審議された他、故髙野義武は名誉理
事⻑となりました。

2022年�常��のご�告

当協会のロゴマークについてご紹介します。
この葉っぱのマークは"タブノキ"の葉を⺬しています。
タブノキは、シイやカシとともに⾼さ20m�にもなる、
常緑広葉樹です。
本州の特に海岸沿いの地域で、⼈間の影響を排除した
場合最も安定した森林を作る樹種の⼀つです。
レナフォにとってこれから⼤切な樹種になると思われ
あるがままのタブノキの葉の絵の下にReNaFoの⽂字
を⼊れロゴマークとしました。

すらりとした
葉の基部

先は短く
とがる

葉の先の⽅の
幅が広い

英語版を新設しました！詳しくはホームページ(http:renafo.com/)の「English」より
または、左記QRコードからご確認ください。
また動画集では、最新作「⾼尾⼩仏植樹祭2022」をご覧いただけます。


